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なぜ，中学生は「雨温図」の読み取りができ
ないのだろうか？

グラフなどの資料から読み取ったことをまとめたり，比較して分かったことなどを説明したり

する問題が多く出題されるようになったが，中学生は資料読み取りの問題が苦手である。今回は

「雨温図」に着目し，読み取りのために必要なことは何かということについて説明する｡
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１ 資料の読み取りが苦手な中学生

(1) 「思考・表現」の通過率

平成30年度の鹿児島学習定着度調査（中学

校第１学年）における設問全体の通過率及び

無解答率と「思考・表現」の問題の通過率及

び無解答率については のとおりである。資料１

資料１ 鹿児島学習定着度調査における「思考・表

現」問題の通過率及び無解答率

からは設問全体と「思考・表現」問資料１

題との通過率の差が大きいことや無解答率が

高いことが分かる。また，調査結果報告書に

「『思考・表現』について，資料やグよると

ラフから読み取ったことをまとめたり，比較

して分かったことなどを説明したりする問題

と指摘されている。また，に課題がある。」

このような資料やグラフから読み取ったこと

をまとめるような問題には，無解答率が高い。

(2) 資料の読み取りの問題に対する正答率

鹿児島県公立高等学校入学者選抜学力検査

の分野全体の正答率と一部の資料読み取りの

問題の正答率をまとめたものが である資料２

が，分野毎に見ても資料読み取りの問題の正

答率は低く，やはり課題が見られる。

資料２ 鹿児島県公立高等学校入学者選抜学力検査

における大問の正答率と一部の資料読み取り

の問題（小問）の正答率

鹿児島県の中学生のこのような現状を踏ま

え，資料読み取りの問題に対応する力を高め，

思考力，判断力，表現力等を高めるためには

どのようなことを考えていけばよいかという

ことについて，次項にて言及する。

〈『平成30年度鹿児島学習定着度調査結果報告

書』P32を基に作成〉
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〈『平成31年度鹿児島県公立高等学校入学者選抜学

力検査結果の概要』P18を基に作成〉
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は，鹿児島学習定着度調査において資料３

重点課題として扱われ，平成30年度にも改め

て出題されたものである。過去の類似問題の

平均通過率は約30％程度であり，出題によっ

ては10％以下の年度もあり極めて通過率が低

い。

ではなぜ，生徒にとって雨温図の読み取り

は難しいのか。雨温図は小学校での学びを基

に社会科として中学校第１学年で学習する。

一般的に雨温図は，月間降水量を棒グラフ，

月平均気温を折れ線グラフで表現して，12か

月分にまとめたものである。各地点同士の気

候差や気候区分などが判読でき，都市の気候

の特色をつかませるねらいがある。まず，教

師は，このような雨温図が何を示しているか

について生徒に説明する必要がある。その上

で，個々の雨温図がどのように気候の特色を

表しているかを生徒に読み取らせることも肝

要である。

しかし，生徒にとっては，降水量と気温の

２つのデータが複合的に表されているため，

降水量や気温を読み取りにくいと思われる。

気候は本来，降水量と気温を関連付けて捉え，

特色をつかむことが必要であるが，グラフの

読み取り易さという点に絞り考えてみた。

の最初の二つのグラフは，イルクー資料４

ツクの雨温図を月間降水量と気温に分けて示

したものである。今回は特に気温に着目し，

次の東京の気温と比較することとする。上記

のように，イルクーツクのグラフのみに着目

させる場合とイルクーツクと東京の二つのグ

ラフを比較した場合は，生徒の反応は当然異

なってくる。イルクーツクのみの場合は，例

えば，「グラフの形は山型だ」という反応に

過ぎないが，二つのグラフを比較した場合は，

「東京に比べてイルクーツクは山型が険し

い」などグラフの特徴をより的確につかませ

ることができる。ここで言うグラフの山型が

険しいとは「イルクーツクは東京と比較する

と夏と冬の気温差が大きい」ということであ

り，山型の始点と終点が東京よりも低いので

あれば，「東京よりも冬の寒さが厳しい」と

いうことに気付かせることにもつながる。こ

のように複数の資料を比べると相違点や逆に

下の ～ の気温と降水量のグラフは，地図中の●の三つの都市のものである。イルア ウ
クーツクのグラフはどれか。あてはまるものを ～ から一つ選び，記号で答えよ。ア ウ

〈『平成30年度鹿児島学習定着度調査中学校

第１学年社会』の問題より抜粋〉

２ 資料を読み取り，思考力，判断力，表現力等を高めるためには

(1) 資料をどのように読み取るか

資料３ 鹿児島学習定着度調査の重点課題問題



類似点から特色などがはっきりと読み取りや

すくなり，生徒は思考を整理できるようにな

る。

また， では生徒に雨温図の特徴をつ資料４

かませるための問いの例も示した。こちらも

一つのグラフから読み取るための問いも考え

られるが，二つを比較して読み取るための問

いもある。そして，このような問いを重ねな

がら，イルクーツクや東京の気候の特色をつ

かんでいくものと思われる。

さらに，身近な地域である鹿児島の気温と

比較するとより一層生徒の理解を促し，思考

力が高まることになる。例えば，冬の時期の

鹿児島の寒さを想起させ，その時の気温が０

℃であるとする。イルクーツクの気温が０℃

であるのは，雨温図から読み取らせると４月

や９月頃であり，春や秋の時期に既に氷点下

になる頃であると理解させることで，生徒は

日常生活を基にしてイルクーツクの寒さを実

感することができ，身近な社会的事象と関連

付けて資料を読み取ることができれば，生き

て働く知識となる。さらに，このように思考

させた結果，学んだことを自分の言葉で表現

できるようになるのが目標である。

今回は，気温にのみ着目したが，降水量に

ついても同様である。降水量が多い時期と少

ない時期，その差などを一つのグラフから読

み取ることができること，二つのグラフを比

較して読み取ることができることなど，特色

をつかむことが大切である。そのためには問

いを重ねる過程が重要であり，そのことが生

徒の思考力を高めることにつながる。

まずは一つのグラフから

次に二つを比較して
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雨温図は，折れ

線グラフが気温

を示し，棒グラ

フが降水量を示

している。左の

目盛りが気温，

右の目盛りが降

水量なんだよ。

分かりやすくす

るために，気温

の折れ線グラフ

と降水量の棒グ

ラフを分けて考

え て み よ う。

イルクーツクの気温と東京の気温のグラフに着目させ，比較させる問いの例
○２つのグラフの形にはどんな違いがあるかな。
○２つのグラフの気温が低い（高い）月の温度はそれぞれ何℃位かな。
○２つのグラフの夏と冬の気温はそれぞれ何℃位の差があるかな。
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イルクーツクの気温のグラフに着目さ
せ，特色をつかませる問いの例
○折れ線グラフはどんな形をしている
かな。
○気温が低い（高い）のは何月頃かな。
また，何℃位かな。
○イルクーツクの夏と冬の気温は何℃
位の差があるかな。

資料４ 雨温図の読み取りと問い



(2) 資料を読み取るための前提として

これまで中学生は資料を読み取ることが苦

手であるということを前提に，資料を読み取

る方策や問いなどについて，雨温図を例に述

べてきた。しかし，雨温図について，生徒は

資料本当に読み取りができないのだろうか。

は，社会科の気候の学習や雨温図の読み取５

りと関連のある他教科の学年別学習内容とし

て筆者がまとめたものである。算数・数学で

も理科でも中学生はグラフの読み取りや天気

について既に学んでいるのである。もし仮に

教師が他教科の学びについて理解を深め，授

業において他教科の学びをもっと生徒に意識

させることができれば，雨温図に対する生徒

の理解は相当深まるものと容易に想像できる。

このことは数学や理科の教師も意識すべきこ

とであり，カリキュラム・マネジメントの考

え方そのものである。

３ 資料を読み取らせる学習活動を多く取り

入れた授業実践を

これまで雨温図の読み取りについて述べて

きたが，逆にある都市の気候の特色から生徒

がおおまかにでも雨温図を描けることができ

れば本物である。

生徒の思考力，判断力，表現力等は一朝一

夕に高まるものではない。日頃の授業実践の

中で，資料を読み取らせる学習活動を多く取

り入れることが，生徒の思考力，判断力，表

現力等を高めていくことにつながる。そのた

生めには，まず教師が意識することである。

徒に資料を読み取らせるためには，どのよう

な問いを立てることがより有効なのかを念頭

におきながら授業を実践する。その積み上げ

こそが生徒の思考力，判断力，表現力等の向

各学校の上につながるものと確信している。

先生方の日頃の地道な実践に敬意を示しつつ，

今後の取組に期待したい。

これまで，当センターは先生方の一助とな

るべく，様々な研究を積み重ねてきた。実践

の中で生じる多くの課題解決のヒントになる

各種教育資料もＷｅｂサイトからダウンロー

ドできる。是非，アクセスして欲しい。
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算数・数学の領域の系統と小・中の関連

小学校 領域：数量関係

第３学年：表や棒グラフ

第４学年：折れ線グラフ

グラフの組み合わせ

中学校 領域：資料の活用

第１学年：ヒストグラム

理科の「地球」を柱とした内容の構成の一部

地球の大気と水の 地球と天体の運

循環 動

小 第４学年：天気の

学 様子

校 第５学年：天気の

変化

中 第２学年：天気の 第３学年：天体

学 変化 の動きと地球の

校 第２学年：日本の 自転・公転

気象

〈『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説

数学編』，及び『中学校学習指導要領（平成29

年告示）解説理科編』を基に作成〉

資料５ 社会科の気候の学習や雨温図の読み取

りと関連のある他教科の学年別学習内容


